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(57)【要約】
【課題】ホモセリン誘導体に対する高い吸着性能を有する吸着材料を提供すること。
【解決手段】本発明は、所定式で表されるポリアミンがアミド基を含むリンカーを介して
基材に結合した水不溶性材料を含み、アミノ基の含量は、該水不溶性材料の乾燥重量１ｇ
当たり７．４～１２．０ｍｍｏｌであり、アミド基の含量は、該水不溶性材料の乾燥重量
１ｇ当たり２．８～１０．０ｍｍｏｌであり、該水不溶性材料は、直径が１～１００μｍ
の繊維からなる、ホモセリン誘導体の吸着材料を提供する。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の一般式（１）で表されるポリアミンがアミド基を含むリンカーを介して基材に結
合した水不溶性材料を含み、
　アミノ基の含量は、前記水不溶性材料の乾燥重量１ｇ当たり７．４～１２．０ｍｍｏｌ
であり、
　アミド基の含量は、前記水不溶性材料の乾燥重量１ｇ当たり２．８～１０．０ｍｍｏｌ
であり、
　前記水不溶性材料は、直径が１～１００μｍの繊維からなる、ホモセリン誘導体の吸着
材料。
　Ｒ１Ｒ２Ｎ－Ｘ－ＮＲ３Ｒ４　・・・（１）
［式（１）中、Ｘは、８～５０個の炭素原子を有する飽和又は不飽和の脂肪族炭化水素基
において２～１５個の炭素原子を窒素原子で置き換えたヘテロ原子含有炭素鎖であり、該
窒素原子に結合する水素原子は、アミノ基を有していてもよいアルキル基で置換されてい
てもよく、Ｒ１及びＲ２は、それぞれ独立に、水素原子又はアルキル基であり、Ｒ３及び
Ｒ４は、それぞれ独立に、水素原子、アルキル基又は置換されていてもよいアニリド基で
あるが、Ｒ３及びＲ４が、同時に置換されていてもよいアニリド基を表すことはない。］
【請求項２】
　前記一般式（１）中のＸは、８～１４個の炭素原子を有する飽和又は不飽和の脂肪族炭
化水素基において２～４個の炭素原子を窒素原子で置き換えたヘテロ原子含有炭素鎖であ
り、該窒素原子に結合する水素原子は、アミノ基を有していてもよいアルキル基で置換さ
れていてもよく、Ｒ１～Ｒ４は、それぞれ独立に、水素原子又はアルキル基である、請求
項１記載の吸着材料。
【請求項３】
　前記繊維は、ポリオレフィンを島成分とし、非結晶性のポリスチレン又はその誘導体を
海成分とする、海島型複合繊維である、請求項１又は２記載の吸着材料。
【請求項４】
　前記直径は、２０～５０μｍである、請求項１～３のいずれか一項記載の吸着材料。
【請求項５】
　前記ホモセリン誘導体は、Ｎ－アシル化ホモセリンラクトン誘導体である、請求項１～
４のいずれか一項記載の吸着材料。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項記載の吸着材料を備える、吸着カラム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ホモセリン誘導体の吸着材料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　細菌はオートインデューサーと呼ばれるフェロモン様の低分子化合物を細胞間コミュニ
ケーション分子として利用し、クオラムセンシング機構を介して菌密度に応じて遺伝子発
現を調節していることが知られている（非特許文献１）。
【０００３】
　オートインデューサーの濃度が増加すると、細菌が集団的にバイオフィルムの形成や各
種病原因子の生産といった挙動をすることが知られており、生体内でのオートインデュー
サー濃度増大によるバイオフィルムの形成は、緑膿菌感染症等の各種感染症の難治化・慢
性化要因になっていると指摘されている。
【０００４】
　そのため、これまでに細菌のクオラムセンシング機構と感染症の病態改善との関係性に
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着目した、クオラムセンシング阻害作用について研究がなされている。
【０００５】
　例えば、特許文献１には、所定の置換基で修飾したシクロデキストリン誘導体によって
、オートインデューサーの一つであるＮ－アシル－Ｌ－ホモセリンラクトンを再現性よく
、高い選択率でトラップし、グラム陰性細菌のクオラムセンシング機構を阻害する方法が
開示されている。
【０００６】
　また、特許文献２には、少なくとも１つの疎水性部分と少なくとも１つの親水性部分と
を有し、物理架橋可能な重合体と、前記重合体内に、オートインデューサーを吸着するた
めの吸着部を形成させたクオラムセンシング制御用担体が開示されている。
【０００７】
　非特許文献２には、緑膿菌性慢性気道感染症に有効性を示すマクロライド剤とクオラム
センシング機構との関係について開示されている。
【０００８】
　一方で、特許文献３には、感染症により血液中に産生される血液成分を吸着する材料と
して、基材にアミド基とアミノ基とを有するリガンドが結合した水不溶性材料であって、
該アミド基と該アミノ基の含量に特徴がある吸着材料が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００９－２８０７３６号公報
【特許文献２】特開２０１６－２１４１２６号公報
【特許文献３】国際公開第２０１８／０４７９２９号
【非特許文献】
【００１０】
【非特許文献１】Ｎａｋａｙａｍａら、腸内細菌学雑誌、２５，２２１－２３４（２０１
１）
【非特許文献２】Ｔａｔｅｄａら、日内会誌、９９、２６７７－２６８１（２０１０）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　しかしながら、特許文献１記載のシクロデキストリン誘導体を用いるクオラムセンシン
グ機構を阻害する方法では、水溶性のシクロデキストリン誘導体を吸着材料として用いる
ことから、水中や生体中からオートインデューサーを吸着する際に当該材料自体が溶出す
る恐れがあるという点で仕様に制限があり、改良の余地がある。
【００１２】
　特許文献２には、重合体が物理架橋によって３次元網目構造を形成し、該構造に存在す
る無数の空孔（吸着部）において存在するカルボキシル基等や疎水性部分がオートインデ
ューサーと相互作用すると記載されている一方で、アミド基やアミノ基については、重合
体に含まれる親水性部分としての一般的な例示のみで、当該親水性部分とオートインデュ
ーサーとの関係について一切開示や示唆はない。
【００１３】
　特許文献３記載の吸着材料は、水不溶性材料に含まれるアミド基の含量とアミノ基の含
量をそれぞれ、３．０～７．０ｍｍｏｌ／ｇ、１．０～７．０ｍｍｏｌ／ｇの範囲にする
ことで血液成分（インターロイキン－６やインターロイキン－８といったサイトカインや
活性化白血球－活性化血小板複合体等）に対する吸着性能が発揮できるとしているが、細
菌由来のオートインデューサーに対する吸着性能について一切開示や示唆はない。
【００１４】
　そこで本発明は、Ｎ－アシル－Ｌ－ホモセリンラクトン等のホモセリン誘導体に対する
高い吸着性能を有する吸着材料を提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明者らは上記課題を解決すべく鋭意検討を進めた結果、所定の式で表されるポリア
ミンを、アミド基を含むリンカーを介して基材に結合させた繊維状の水不溶性材料を含有
させ、さらにその繊維の直径や該材料中に含まれるアミノ基量とアミド基量を所定の範囲
とすることで、ホモセリン誘導体を高効率で吸着できることを見出した。
【００１６】
　すなわち、本発明は以下の（１）～（６）を提供する。
（１）　以下の一般式（１）で表されるポリアミンがアミド基を含むリンカーを介して基
材に結合した水不溶性材料を含み、アミノ基の含量は、上記水不溶性材料の乾燥重量１ｇ
当たり７．４～１２．０ｍｍｏｌであり、アミド基の含量は、上記水不溶性材料の乾燥重
量１ｇ当たり２．８～１０．０ｍｍｏｌであり、上記水不溶性材料は、直径が１～１００
μｍの繊維からなる、ホモセリン誘導体の吸着材料。
　Ｒ１Ｒ２Ｎ－Ｘ－ＮＲ３Ｒ４　・・・（１）
［式（１）中、Ｘは、８～５０個の炭素原子を有する飽和又は不飽和の脂肪族炭化水素基
において２～１５個の炭素原子を窒素原子で置き換えたヘテロ原子含有炭素鎖であり、該
窒素原子に結合する水素原子は、アミノ基を有していてもよいアルキル基で置換されてい
てもよく、Ｒ１及びＲ２は、それぞれ独立に、水素原子又はアルキル基であり、Ｒ３及び
Ｒ４は、それぞれ独立に、水素原子、アルキル基又は置換されていてもよいアニリド基で
あるが、Ｒ３及びＲ４が、同時に置換されていてもよいアニリド基を表すことはない。］
（２）　上記一般式（１）中のＸは、８～１４個の炭素原子を有する飽和又は不飽和の脂
肪族炭化水素基において２～４個の炭素原子を窒素原子で置き換えたヘテロ原子含有炭素
鎖であり、該窒素原子に結合する水素原子は、アミノ基を有していてもよいアルキル基で
置換されていてもよく、Ｒ１～Ｒ４は、それぞれ独立に、水素原子又はアルキル基である
、（１）記載の吸着材料。
（３）　上記繊維は、ポリオレフィンを島成分とし、非結晶性のポリスチレン又はその誘
導体を海成分とする、海島型複合繊維である、（１）又は（２）記載の吸着材料。
（４）　上記直径は、２０～５０μｍである、（１）～（３）のいずれかに記載の吸着材
料。
（５）　上記ホモセリン誘導体は、Ｎ－アシル化ホモセリンラクトン誘導体である、（１
）～（４）のいずれかに記載の吸着材料。
（６）　（１）～（５）のいずれかに記載の吸着材料を備える、吸着カラム。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の吸着材料は、ホモセリン誘導体を高効率で吸着できる。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明について詳細に説明する。
【００１９】
　本発明のホモセリン誘導体の吸着材料は、以下の一般式（１）で表されるポリアミンが
アミド基を含むリンカーを介して基材に結合した水不溶性材料を含み、アミノ基の含量は
、上記水不溶性材料の乾燥重量１ｇ当たり７．４～１２．０ｍｍｏｌであり、アミド基の
含量は、上記水不溶性材料の乾燥重量１ｇ当たり２．８～１０．０ｍｍｏｌであり、上記
水不溶性材料は、直径が１～１００μｍの繊維からなることを特徴としている。
　Ｒ１Ｒ２Ｎ－Ｘ－ＮＲ３Ｒ４　・・・（１）
［式（１）中、Ｘは、８～５０個の炭素原子を有する飽和又は不飽和の脂肪族炭化水素基
において２～１５個の炭素原子を窒素原子で置き換えたヘテロ原子含有炭素鎖であり、該
窒素原子に結合する水素原子は、アミノ基を有していてもよいアルキル基で置換されてい
てもよく、Ｒ１及びＲ２は、それぞれ独立に、水素原子又はアルキル基であり、Ｒ３及び
Ｒ４は、それぞれ独立に、水素原子、アルキル基又は置換されていてもよいアニリド基で
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あるが、Ｒ３及びＲ４が、同時に置換されていてもよいアニリド基を表すことはない。］
【００２０】
　「ポリアミン」とは、上記の一般式（１）で表されるアミノ基含有化合物を意味する。
ポリアミンは、１種を単独で用いてもよく、複数種を組み合わせて用いてもよい。
【００２１】
　一般式（１）において、Ｘは、例えば、８～５０個（例えば、８～２９個、８～１４個
）の炭素原子を有する飽和又は不飽和の脂肪族炭化水素基において２～１５個（例えば、
２～１２個、２～４個）の炭素原子を窒素原子で置き換えたヘテロ原子含有炭素鎖であり
、該窒素原子に結合する水素原子は、アミノ基を有していてもよいアルキル基（例えば、
１～６個、１～４個の炭素原子を有する。）で置換されていてもよい。Ｒ１及びＲ２は、
それぞれ独立に、水素原子又はアルキル基（例えば、１～６個、１～４個の炭素原子を有
する。）であり、Ｒ３及びＲ４は、それぞれ独立に、水素原子、アルキル基（例えば、１
～６個、１～４個の炭素原子を有する。）又は置換されていてもよいアニリド基（例えば
、アルキル基、ヒドロキシ基、ハロゲン原子、カルボン酸基、ニトロ基、スルホン酸基で
置換されたアニリド基）であるが、Ｒ３及びＲ４が、同時に置換されていてもよいアニリ
ド基を表すことはない。
【００２２】
　吸着性能の観点から、上記一般式（１）で表されるポリアミンは、Ｘは、８～２９個の
炭素原子を有する飽和又は不飽和の脂肪族炭化水素基において２～１２個の炭素原子を窒
素原子で置き換えたヘテロ原子含有炭素鎖であり、該窒素原子に結合する水素原子は、ア
ミノ基を有していてもよいアルキル基で置換されていてもよく、Ｒ１及びＲ２は、それぞ
れ独立に、水素原子又はアルキル基であり、Ｒ３及びＲ４は、それぞれ独立に、水素原子
、アルキル基又は置換されていてもよいアニリド基であるが、Ｒ３及びＲ４が、同時に置
換されていてもよいアニリド基を表すことはない、ことが好ましい。上記一般式（１）で
表されるポリアミンは、Ｘは、８～１４個の炭素原子を有する飽和又は不飽和の脂肪族炭
化水素基において２～４個の炭素原子を窒素原子で置き換えたヘテロ原子含有炭素鎖であ
り、該窒素原子に結合する水素原子は、アミノ基を有していてもよいアルキル基で置換さ
れていてもよく、Ｒ１～Ｒ４は、それぞれ独立に、水素原子又はアルキル基であることが
より好ましい。
【００２３】
　リンカーと結合するポリアミン中の窒素原子は、Ｒ１及びＲ２が結合する窒素原子であ
っても、Ｘに含まれる窒素原子であっても、Ｒ３及びＲ４が結合する窒素原子であっても
よいが、Ｒ３又はＲ４の何れか一方が、置換されていてもよいアニリド基である場合は、
Ｒ１及びＲ２が結合する窒素原子又はＸに含まれる窒素原子とリンカーが結合することが
好ましい。
【００２４】
　「アミノ基を有していてもよいアルキル基」の炭素原子数に特に制限はないが、アミノ
基導入量の制御の容易さから、１～６個であることが好ましく、１～４個であることがよ
り好ましい。
【００２５】
　Ｒ１～Ｒ４において、「アルキル基」の炭素原子数に特に制限はないが、アミノ基導入
量の制御の容易さから、それぞれ独立して、１～６個であることが好ましく、１～４個で
あることがより好ましい。
【００２６】
　飽和又は不飽和の脂肪族炭化水素基は、いずれも直鎖状が好ましい。
【００２７】
　Ｒ３及びＲ４において、置換されていてもよいアニリド基とは、アニリド基中のベンゼ
ン環上の水素原子が任意の置換基に置換されていてもいいことを意味し、アニリド基導入
の制御の容易さから、ヒドロキシ基、ハロゲン原子、ニトロ基、スルホン酸基で置換され
ているアニリド基が好ましく、ハロゲン原子で置換されているアニリド基がより好ましく
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、塩素原子で置換されているアニリド基がさらに好ましい。
【００２８】
　置換されていてもよいアニリド基において、置換する官能基の位置、個数についても特
に限定はないが、アミド結合のパラ位が置換されていることが好ましく、アミド結合のパ
ラ位のみ１置換されていることがより好ましい。
【００２９】
　置換されていてもよいアニリド基としては、例えば、アニリド基、ｐ－ヒドロキシアニ
リド基、ｏ－ヒドロキシアニリド基、ｍ－ヒドロキシアニリド基、ｐ－フルオロアニリド
基、ｏ－フルオロアニリド基、ｍ－フルオロアニリド基、ｐ－クロロアニリド基、ｏ－ク
ロロアニリド基、ｍ－クロロアニリド基、ｐ－ブロモアニリド基、ｏ－ブロモアニリド基
、ｍ－ブロモアニリド基、ｐ－ニトロアニリド基、ｏ－ニトロアニリド基、ｍ－ニトロア
ニリド基、ｐ－アニリドスルホン酸基、ｏ－アニリドスルホン酸基、ｍ－アニリドスルホ
ン酸基が挙げられる。
【００３０】
　一般式（１）で表されるポリアミンは、下記一般式（１－１）～（１－３）のいずれか
で表されるポリアミンであることが好ましい。
　Ｈ２Ｎ－（ＣＨ２）ｐ１－ＮＨ－（ＣＨ２）ｐ２－ＮＨ－（ＣＨ２）ｐ３－ＮＨ２　・
・・式（１－１）
［式（１－１）中、ｐ１、ｐ２及びｐ３は、それぞれ独立に、２～４４（好ましくは２～
５、２～４、２～３、２）の整数であり、ｐ１、ｐ２、ｐ３の和は４８以下であり、２級
アミノ基の水素原子は、それぞれ独立に、アミノ基を有していてもよいアルキル基で置換
されていてもよく、両末端の１級アミノ基の水素原子のうち少なくとも１つはアルキル基
又は置換されていてもよいアニリド基で置換されていてもよい。］、
　Ｈ２Ｎ－（ＣＨ２）ｐ１－ＮＨ－（ＣＨ２）ｐ２－ＮＨ－（ＣＨ２）ｐ３－ＮＨ－（Ｃ
Ｈ２）ｐ４－ＮＨ２　・・・式（１－２）
［式（１－２）中、ｐ１、ｐ２、ｐ３及びｐ４は、それぞれ独立に、２～４１（好ましく
は２～５、２～４、２～３、２）の整数であり、ｐ１、ｐ２、ｐ３及びｐ４の和は４７以
下であり、２級アミノ基の水素原子は、それぞれ独立に、アミノ基を有していてもよいア
ルキル基で置換されていてもよく、両末端の１級アミノ基の水素原子のうち少なくとも１
つはアルキル基又は置換されていてもよいアニリド基で置換されていてもよい。］、
　Ｈ２Ｎ－（ＣＨ２）ｐ１－ＮＨ－（ＣＨ２）ｐ２－ＮＨ－（ＣＨ２）ｐ３－ＮＨ－（Ｃ
Ｈ２）ｐ４－ＮＨ－（ＣＨ２）ｐ５－ＮＨ２　・・・式（１－３）
［式（１－３）中、ｐ１、ｐ２、ｐ３、ｐ４及びｐ５は、それぞれ独立に、２～３８（好
ましくは２～５、２～４、２～３、２）の整数であり、ｐ１、ｐ２、ｐ３、ｐ４及びｐ５
の和は４６以下であり、２級アミノ基の水素原子は、それぞれ独立に、アミノ基を有して
いてもよいアルキル基で置換されていてもよく、両末端の１級アミノ基の水素原子のうち
少なくとも１つはアルキル基又は置換されていてもよいアニリド基で置換されていてもよ
い。］
【００３１】
　一般式（１－１）～（１－３）において、２級アミノ基の窒素原子に結合し得る「アミ
ノ基を有していてもよいアルキル基」及び両末端の１級アミノ基の窒素原子に結合し得る
「アルキル基」の炭素原子数に特に制限はないが、アミノ基導入量の制御の容易さから、
それぞれ独立して１～６個であることが好ましく、１～４個であることがより好ましい。
それぞれのアルキル基は、直鎖状であってもよく、分岐鎖状であってもよい。
【００３２】
　一般式（１）で表されるポリアミンとしては、例えば、エチレンイミン繰り返し構造を
有するポリアミンが挙げられ、トリエチレンテトラミン、テトラエチレンペンタミン、ペ
ンタエチレンヘキサミン、ポリエチレンイミン等が挙げられる。また、その他にも、以下
のポリアミンが挙げられる。アミノブチルカダベリン；ノルスペルミン；テルモスペルミ
ン；アミノプロピルホモスペルミジン；カナバルミン；ホモスペルミン；アミノペンチル
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ノルスペルミジン；Ｎ，Ｎ－ビス（アミノプロピル）カダベリン；カルドペンタミン；ホ
モカルドペンタミン；テルモペンタミン；カルドヘキサミン；ホモカルドヘキサミン；テ
ルモヘキサミン；ホモテルモヘキサミン；Ｎ４－アミノプロピルノルスペルミジン；Ｎ４

－アミノプロピルスペルミジン；Ｎ４－アミノプロピルノルスペルミン。
【００３３】
　一般式（１）において、Ｒ１～Ｒ４の好ましい態様やＸの好ましい態様や後述のアニリ
ド基の含量の好ましい態様は任意に組み合わせることができる。
【００３４】
　「アミノ基」とは、水不溶性材料中に含まれるアミノ基を意味し、本発明におけるアミ
ノ基は、一般式（１）で表されるポリアミン由来のアミノ基を含む。
【００３５】
　「アミド基」とは、水不溶性材料中に含まれるリンカー中のアミド基を意味し、１級ア
ミド基、２級アミド基、３級アミド基のいずれのアミド基でもよいが、２級アミド基が好
ましい。また、リンカーは少なくとも一つのアミド基を含み、リンカー中のアミド基がア
ルキレン基を介して基材に共有結合していることが好ましい。ここで、アニリド基に含ま
れるアミド結合は、上記アミド基には含まない。これは、ポリアミン末端の窒素原子とア
ニリド基中に含まれるアミド基とで尿素結合を形成するため、アニリド基由来のアミド基
が含まれないためである。
【００３６】
　「基材」とは、ポリアミンが結合したアミド基を含むリンカーを化学修飾によって固定
可能である材料を表し、吸着材料が海島型複合繊維形状の場合は、海成分が基材となる。
基材の材質としては、例えば、芳香環、水酸基等、炭素カチオンとの反応性を有する官能
基を繰り返し構造中に含むポリマーであり、ポリ（芳香族ビニル化合物）（例えば、ポリ
スチレン）、ポリエステル（例えば、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフ
タレート）、ポリスルホン、ポリビニルアルコール等の合成ポリマーや、セルロース、コ
ラーゲン、キチン、キトサン、デキストラン等の天然ポリマー、さらに、上記合成ポリマ
ーや天然ポリマーにアルキル基、ハロゲン基、ハロゲン化アルキル基、アセタール基、エ
ーテル基等が付与された誘導体でもよく、例えば、ポリスチレン誘導体であれば、ポリｐ
－クロロメチルスチレン、ポリα－メチルスチレン、ポリβ－メチルスチレン、ポリｐ－
ｔｅｒｔ－ブトキシスチレン、ポリｐ－アセトキシスチレン、ポリｐ－（１－エトキシエ
トキシ）スチレンが挙げられる。これらのポリマーの組成に、特に制限はないが、単独重
合体、上記ポリマー同士の共重合体又は複数の上記ポリマーを物理的にブレンドして用い
てもよい。特に、水酸基を有さない材料である、ポリ（芳香族ビニル化合物）（例えば、
ポリスチレン）若しくはその誘導体、ポリエステル（例えば、ポリエチレンテレフタレー
ト、ポリブチレンテレフタレート）若しくはその誘導体又はポリスルホン若しくはその誘
導体が好ましく、ポリスチレン若しくはポリスルホン又はそれらの誘導体、つまりポリス
チレン若しくはその誘導体又はポリスルホン若しくはその誘導体がより好ましい。中でも
単位重量当たりの芳香環の数が多く、アミド基を含むリンカーを介して結合したポリアミ
ンが導入しやすいことから、ポリスチレン又はその誘導体がさらに好ましく、非結晶性の
ポリスチレン又はその誘導体が最も好ましい。
【００３７】
　基材に用いるポリマーの結晶性に限定はないが、運動性が高く、ホモセリン誘導体を吸
着しやすいといった観点から非結晶性のポリマーを用いること好ましい。ここで非結晶性
とは、ポリマーの結晶化度が２０％未満であることを意味し、結晶性とは、ポリマーの結
晶化度が２０％以上であることを意味する。ポリマーの結晶化度は熱示差測定器を用いて
公知の方法により測定できる。非結晶性のポリマーとしては、例えば、非結晶性のポリス
チレン又はその誘導体が挙げられる。
【００３８】
　ポリマーの結晶化度は、重合反応時の触媒設計を適切に選択して立体規則性を向上させ
る、水酸基をポリマー構造中に導入する、といった方法により向上させることができる。
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【００３９】
　また、基材に用いるポリマーは、架橋構造を含んでいてもよい。架橋構造に限定はない
が、例えば、ジビニルベンゼン等の二官能性モノマーを共重合することで架橋構造を導入
したポリマーや、アルデヒドのような架橋剤をポリマー中の芳香環、水酸基等の官能基と
反応させることで架橋構造を導入したポリマーが好ましく、調達の容易性から二官能性化
合物をポリマー中の芳香環、水酸基等の官能基と反応させることで架橋構造を導入したポ
リマーがより好ましく、ホルムアルデヒドを架橋剤として用いるのがさらに好ましい。
【００４０】
　「吸着材料」とは、水不溶性材料を少なくとも材料の一部として含む材料を意味し、水
不溶性材料単独のもの及び強度保持のために適当な補強材と水不溶性材料を混合等された
ものを含む。混合等の操作は、目的とする形状に加工する前に行ってもよいし、加工した
後に行ってもよい。
【００４１】
　「水不溶性材料」とは、水に不溶性の材料である。ここで、水に不溶とは、水不溶性材
料を水に入れた前後の乾燥重量変化が１％以下であることを意味する。この乾燥重量変化
は水不溶性材料を乾燥重量の１０倍量の３７℃の水に１時間浸漬した後にピンセット等で
引き上げ、残った水を５０℃以下で真空乾燥させた後に残った固形分の乾燥重量の浸漬前
の材料乾燥重量に対する割合である。不溶化されていない場合は、実際に使用する場合の
溶出物が多くなる危険性があり、安全上好ましくない。
【００４２】
　補強材に特に限定はないが、強度保持という目的を達成する観点から耐薬品性と強度が
高いポリマーが好ましく、芳香環及び／又は水酸基を含まない化合物をモノマーとする重
合体からなるポリマーが好ましい。具体的には、アクリロニトリル、エチレン、プロピレ
ン、ε―カプロラクタム及びメチルメタクリレートからなる群から選択される一種類以上
をモノマーとする重合体、又は上記群から選ばれる一種類以上をモノマーとする重合体を
二種類以上ブレンドした混合物からなるポリマーが挙げられる。中でも、基材との相溶性
が低く、吸着性能に影響を及ぼしにくいことが知られているエチレン及び／又はプロピレ
ンをモノマーとする重合体からなるポリマーが好ましく、特に加工性や強度の観点からプ
ロピレンをモノマーとする重合体からなるポリマーがさらに好ましい。
【００４３】
　補強材の形状に特に限定はないが、吸着材料の強度を補強する観点から、基材と補強材
で海島型複合繊維を形成していることが好ましく、特に海島型複合繊維の島成分が補強材
として機能することが好ましい。
【００４４】
　「水不溶性材料の乾燥重量」とは、乾燥状態の水不溶性材料の重量を意味し、水不溶性
材料に補強材が含まれている場合は、該補強材の重量は含まない。水不溶性材料に補強材
が含まれている場合は、例えば水不溶性材料が溶解せず、補強材のみが溶解する溶媒に溶
かす、又は補強材を目視判断で物理的に分離するといった手法により水不溶性材料のみを
取り出す。ここで乾燥状態の水不溶性材料とは、当該水不溶性材料中に含まれる液体成分
の量が１重量％以下の状態を表し、水不溶性材料の重量を測定した後に８０℃、大気圧で
２４時間加熱乾燥し、残存した水不溶性材料の重量減少量が乾燥前の重量の１重量％以下
であるとき、当該水不溶性材料は乾燥状態とみなす。
【００４５】
　水不溶性材料の乾燥重量１ｇ当たりのアミノ基の含量は、低すぎると吸着性能が十分発
現せず、高すぎると導入反応自体が困難であることから、水不溶性材料の乾燥重量１ｇ当
たり７．４～１２．０ｍｍｏｌであり、好ましくは７．７～１１．０ｍｍｏｌである。い
ずれの好ましい下限値もいずれの好ましい上限値と組み合わせることができる。なお、上
記の水不溶性材料の乾燥重量１ｇ当たりのアミノ基の含量と後述の水不溶性材料の乾燥重
量１ｇ当たりのアミド基の含量と後述の繊維の直径は、任意に組み合わせることができる
。
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【００４６】
　水不溶性材料のアミノ基の含量は、吸着材料に含まれる補強材を、補強材のみが溶解す
る溶媒に溶かす、又は物理的に分離するといった手法により水不溶性材料のみを取り出し
て、乾燥後に、乾燥重量を測定し、当該水不溶性材料中のアミノ基を塩酸でイオン交換し
、水酸化ナトリウム水溶液で逆滴定することより決定することができる。固体の重量を測
定した後に８０℃、大気圧で２４時間加熱乾燥し、残存した固体の重量減少量が乾燥前の
重量の１重量％以下であるとき、当該固体は乾燥状態とみなす。また、重量減少量が１重
量％を上回る場合は、再度８０℃、大気圧で２４時間加熱乾燥し、重量減少量が１重量％
を下回るまで繰り返すことで乾燥状態にできる。補強材を含まない吸着材料の場合は補強
材を溶媒に溶かす操作は不要である。
【００４７】
　ホモセリン誘導体の吸着性能及び芳香環への置換率の限界の観点から、水不溶性材料の
乾燥重量１ｇ当たりのアミド基の含量は、２．８～１０．０ｍｍｏｌであり、好ましくは
、３．１～９．５ｍｍｏｌである。いずれの好ましい下限値もいずれの好ましい上限値と
組み合わせることができる。なお、上記の水不溶性材料の乾燥重量１ｇ当たりのアミノ基
の含量と上記の水不溶性材料の乾燥重量１ｇ当たりのアミド基の含量と後述の繊維の直径
は、任意に組み合わせることができる。
【００４８】
　水不溶性材料のアミド基の含量は、吸着材料に含まれる補強材を、補強材のみが溶解す
る溶媒に溶かす、又は物理的に分離するといった手法により水不溶性材料のみを取り出し
て、乾燥後に、乾燥重量を測定し、当該水不溶性材料を塩酸中で加熱することにより加水
分解し、生成したアミノ基を塩酸でイオン交換し、水酸化ナトリウム水溶液で逆滴定する
ことで決定することができる。補強材を含まない吸着材料の場合は補強材を溶媒に溶かす
操作は不要である。なお、ここで生成するアミノ基はリンカーのアミド基に由来し、アニ
リド基由来のアミン化合物は塩酸中に溶出するため、アミド基とアニリド基は切り分けて
測定することができる。
【００４９】
　水不溶性材料の乾燥重量１ｇ当たりのアニリド基の含量に特に限定はないが、水不溶性
材料の乾燥重量１ｇ当たり０．００１ｍｍｏｌ～４ｍｍｏｌであることが好ましく、０．
０１～２ｍｍｏｌであることがより好ましい。いずれの好ましい下限値もいずれの好まし
い上限値と組み合わせることができる。
【００５０】
　水不溶性材料のアニリド基の含量は、吸着材料に含まれる補強材を、補強材のみが溶解
する溶媒に溶かす、又は物理的に分離するといった手法により水不溶性材料のみを取り出
して、乾燥後に、乾燥重量を測定し、当該水不溶性材料を塩酸中で加熱することにより加
水分解し、溶出したアニリド基由来のアミン化合物の濃度を吸光度計により測定すること
で決定できる。補強材を含まない吸着材料の場合は補強材を溶媒に溶かす操作は不要であ
る。なお、アニリド基由来のアミン化合物は塩酸中に溶出し、アミド基由来のアミノ基は
水不溶性材料中に残存するため、アミド基とアニリド基は切り分けて測定することができ
る。
【００５１】
　本実施形態に係る吸着材料において、各官能基の含量は、例えば、以下の観点で制御す
ることができる。
【００５２】
　アミノ基の含量に関しては、本実施形態に係る吸着材料の製造工程の一つとして、一般
式（１）で表されるポリアミンを含む溶液を、リンカー部位（例えば、クロロアセトアミ
ドメチル基）を導入した基材に混合する工程がある。上記工程において、ポリアミンとリ
ンカーを共有結合させる際、ポリアミンの添加量を増やす、溶液中に添加するポリアミン
の単位分子量あたりの塩基性窒素原子の数を増やす、基材の溶解性が高い溶媒に変更する
といった操作を行うことで、該水不溶性材料の乾燥重量１ｇ当たりのアミノ基の含量を増
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大させることができる。
【００５３】
　アミド基の含量に関しては、本実施形態に係る吸着材料の製造工程の一つとして、触媒
存在下、基材をリンカー材料（例えば、Ｎ－メチロール－α－クロロアセトアミド）の溶
液に含浸させる工程がある。上記工程において、リンカー材料の添加量を増やす、溶液中
に添加する触媒の酸性度を上げる、基材の溶解性が高い溶媒に変更するといった操作を行
うことで、該水不溶性材料の乾燥重量１ｇ当たりのアミド基の含量を増大させることがで
きる。
【００５４】
　アニリド基の含量に関しては、本実施形態に係る吸着材料の製造工程の一つとして、一
般式（１）で表されるポリアミンを含む溶液とフェニルイソシアネート化合物（例えば、
フエニルイソシアネート）を混合し、続けてリンカー部位（例えば、クロロアセトアミド
メチル基）を導入した基材に混合する工程がある。上記工程において、フェニルイソシア
ネート化合物の添加量を増やす、ポリアミンの添加量を増やす、基材の溶解性が高い溶媒
に変更するといった操作を行うことで該水不溶性材料の乾燥重量１ｇ当たりのアニリド基
の含量を増大させることができる。
【００５５】
　「ポリアミンがアミド基を含むリンカーを介して基材に結合した水不溶性材料」とは、
ポリアミンが、アミド結合を含むリンカーと結合し、該リンカーが基材と結合した水不溶
性材料を指す。ここで、各結合は共有結合が好ましい。
【００５６】
　「リンカー」とは、ポリアミンと基材とを結合する化学構造であり、該構造中にアミド
基を含む。リンカーにはアミド基以外に電気的に中性の化学構造を含んでいてもよく、該
化学構造としては、例えばアルキレン基、尿素結合、エーテル結合又はエステル結合等の
電気的に中性の化学結合が挙げられるが、ポリアミンの運動性を高め、吸着性能を向上す
る観点から、アルキレン基が好ましい。リンカー中に含まれるアミド基の個数に特に限定
はないが、例えば、アミド基の個数は１個であることが好ましく、アミド基の個数が１個
であり、該アミド基の窒素原子とカルボニル炭素原子の両方にそれぞれアルキレン基（例
えば、炭素原子数１～６個、１～３個、１個）が付与されていることがより好ましい。
【００５７】
　アルキレン基の炭素原子数に特に限定はないが、アミノ基導入量の制御性から、炭素原
子数１～６個が好ましく、炭素原子数１～３個（メチレン基、エチレン基、プロピレン基
）がより好ましく、炭素原子数１個（メチレン基）が特に好ましい。
【００５８】
　一実施形態において、ポリアミン中の末端窒素原子（ＮＲ３Ｒ４）とアニリド基中に含
まれるアミド基とで尿素結合を形成する。なお、実際の反応においては、ポリアミン中の
末端窒素原子とフェニルイソシアネート等とを反応させ、尿素結合を形成させる。
【００５９】
　アニリド基中に含まれるアミド結合は、２級アミド結合であることが好ましい。
【００６０】
　水不溶性材料は、直径が１～１００μｍの繊維からなる。繊維の中でも、繊維をさらに
加工した、糸束、ヤーン、ネット、編地、織物等が好ましく、表面積や流路抵抗を考慮す
ると、糸束、編地、織物がより好ましく、特に、単位体積当たりの充填重量が多いことか
ら、編地が好ましい。
【００６１】
　接触面積向上と材料の強度維持の観点から、繊維の直径（以下、繊維径とも称する。）
は１～１００μｍであり、好ましくは５～８０μｍであり、より好ましくは１０～６０μ
ｍであり、さらに好ましくは２０～５０μｍであり、さらに好ましくは２０～４０μｍで
ある。いずれの好ましい下限値もいずれの好ましい上限値と組み合わせることができる。
なお、上記の水不溶性材料の乾燥重量１ｇ当たりのアミノ基の含量と上記の水不溶性材料
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の乾燥重量１ｇ当たりのアミド基の含量と上記の繊維の直径は、任意に組み合わせること
ができる。
【００６２】
　「繊維の直径」とは、繊維の小片サンプル１０個をランダムに採取して、走査型電子顕
微鏡を用いて１０００～３０００倍の写真をそれぞれ撮影し、各写真辺り１０カ所（計１
００箇所）の繊維の直径を測定した値の平均値を意味する。
【００６３】
　繊維径は、紡糸時のポリマー吐出量の減少、巻取り速度高速化により細くすることがで
きる。また、リガンドを導入する場合はリガンド導入時の溶媒含浸によって膨潤させるこ
とで繊維径を太くすることができるため、条件を適時調整することで繊維径を目的の範囲
に制御することができる。
【００６４】
　繊維の断面構造としては、例えば、１種類のポリマーからなる単独繊維、海島型若しく
はサイドバイサイド型の複合繊維又は２種類のポリマーを混練したアロイ繊維が挙げられ
るが、繊維強度と吸着性能を両立する発現する観点から複合繊維が好ましく、海島型複合
繊維がより好ましい。海島型複合繊維の場合、海成分が基材、島成分が補強材として機能
することが好ましい。
【００６５】
　海島型複合繊維とは、あるポリマーからなる島成分が他方のポリマーからなる海成分の
中に点在する断面構造を有しているものである。芯鞘型繊維は、島成分数が１の海島型複
合繊維とする。海島型複合繊維の断面形状に特に制限はないが、摩擦によるダメージを受
けにくいことから円形であることが好ましい。島成分の断面形状については特に制限はな
い。
【００６６】
　海成分とは、海島型複合繊維の表面側に存在するポリマーを意味する。海成分の材質は
吸着性能発現の観点から基材として機能することが好ましく、例えば、ポリ（芳香族ビニ
ル化合物）（例えば、ポリスチレン）若しくはその誘導体、ポリエステル（例えば、ポリ
エチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレート）若しくはその誘導体又はポリス
ルホン若しくはその誘導体が好ましく、ポリスチレン若しくはポリスルホン又はそれらの
誘導体、つまりポリスチレン若しくはその誘導体又はポリスルホン若しくはその誘導体が
より好ましい。中でも単位重量当たりの芳香環の数が多く、アミド基を含むリンカーを介
して結合したポリアミンが導入しやすいことから、ポリスチレン又はその誘導体がさらに
好ましく、非結晶性のポリスチレン又はその誘導体が最も好ましい。
【００６７】
　島成分とは、海島型複合繊維の海成分中に点在するポリマーを意味する。島成分の材質
は強度保持の観点から補強材として機能することが好ましく、芳香環及び／又は水酸基を
含まない化合物をモノマーとした重合反応により、得られるポリマーが好ましい。具体的
には、アクリロニトリル、オレフィン（例えばエチレン、プロピレン）、ε―カプロラク
タム及びメチルメタクリレートからなる群から選択される一種類以上をモノマーとした重
合反応により、得られるポリマー（例えば、ポリアクリロニトリル、ポリε－カプロラク
タム、ポリメチルメタクリレート、ポリオレフィンであるポリエチレン、ポリプロピレン
、コポリ（エチレン／プロピレン））、又は上記群から選ばれる一種類以上をモノマーと
した重合反応により、得られるポリマーを、二種類以上ブレンドした混合物からなるポリ
マー（例えば、ポリエチレンとポリプロピレンのアロイ、コポリ（エチレン／プロピレン
）とポリエチレンのアロイ、コポリ（エチレン／プロピレン）とポリエチレンのアロイ）
が挙げられる。中でも、基材との相溶性が低く、吸着性能に影響を及ぼしにくいことが知
られているオレフィン（例えば、エチレン、プロピレン）をモノマーとした重合反応によ
り、得られるポリオレフィン（例えば、ポリエチレン、ポリプロピレン、コポリ（エチレ
ン／プロピレン）が好ましく、特に加工性や強度の観点からエチレン及び／又はプロピレ
ンをモノマーとした重合反応により、得られるポリマー（例えば、ポリエチレン、ポリプ
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ロピレン、コポリ（エチレン／プロピレン））がより好ましく、プロピレンをモノマーと
した重合反応により、得られるポリマー（例えば、ポリプロピレン）がさらに好ましい。
【００６８】
　海島型複合繊維において、島成分と海成分の好ましい組み合わせの一例としては、ポリ
オレフィン（例えば、ポリエチレン、ポリプロピレン及び／又はコポリ（エチレン／プロ
ピレン）を島成分とし、非結晶性のポリスチレン又はその誘導体を海成分とする、海島型
複合繊維が挙げられる。
【００６９】
　「ホモセリン誘導体」とは、ホモセリン中に含まれるカルボキシル基（－ＣＯＯＨ）、
ヒドロキシ基（－ＯＨ）、アミノ基（－ＮＨ２）の少なくとも一つの官能基に対して脱水
縮合及び／又は水素原子の置換反応を行うことで得られる化合物及びホモセリンそのもの
を意味する。特に細菌由来の感染症治療に本実施形態の吸着材料を用いる場合は、アミノ
基がアシル化され、且つ、分子内で脱水縮合することで得られる、Ｎ－アシル化ホモセリ
ンラクトン誘導体（例えば、Ｎ－アシル－ホモセリンラクトン、Ｎ－アシル－Ｌ－ホモセ
リンラクトン）が吸着対象として好ましい。この場合、アシル基としては、例えば、３－
ヒドロキシブチリル基、ブチリル基、ヘキシル基、３－オキソオクタノイル基、３－オキ
ソドデカノイル基等が挙げられ、特に緑膿菌由来の感染症治療に用いる場合はブチリル基
が好ましい。つまり、ホモセリン誘導体としては、Ｎ－アシル－ホモセリンラクトンが吸
着対象として好ましい。
【００７０】
　「吸着」とは、ホモセリン誘導体が吸着材料に付着し、容易に剥離しない状態を意味す
る。具体的には静電相互作用、疎水性相互作用、水素結合、ファンデルワールス力等の分
子間力によってホモセリン誘導体が吸着材料に付着した状態を指すが、吸着の様式はこれ
に限定されず、ホモセリン誘導体以外の成分が同時に吸着されていてもよい。
【００７１】
　吸着の様式に特に制限はないが、吸着材料に含まれる水不溶性材料中のアミド基とアミ
ノ基に静電相互作用や水素結合及び基材との疎水性相互作用によって溶液中から水不溶性
材料にホモセリン誘導体が吸着されることが好ましい。
【００７２】
　上記吸着材料は、吸着カラムに充填する担体として好ましく用いられる。上記吸着材料
を用いた吸着カラムを体外循環用カラムとして血液浄化療法に用いる場合には、体外に導
出した血液を直接カラムに通してもよいし、血漿分離膜等と組み合わせて使用してもよい
。
【００７３】
　上記吸着材料は、例えば、以下の方法により製造することができるが、この方法に限ら
れるものではない。
【００７４】
　水不溶性材料と補強材が混合された吸着材料は、まず基材と補強材をガラス転移温度以
上に加熱して、混練（例えば、二軸混練押し出し機による溶融混練）、密着（例えば、プ
レス機による圧着、海島構造を有する溶融紡糸）させること、又は基材を良溶媒に溶解さ
せた後に補強材にコーティングし、溶媒のみを留去させ、さらに、上記操作により得られ
た、基材と補強材を混合した材料に、後述の方法に従い、アミド基を含むリンカーを介し
て一般式（１）で表されるポリアミンを結合することで製造できる。補強材が混合されて
いない吸着材料は、基材に、後述の方法に従い、アミド基を含むリンカーを介して一般式
（１）で表されるポリアミンを結合することで製造できる。
【００７５】
　基材と混合する補強材は、市販されているものを用いることができる。
【００７６】
　糸束、ヤーン、ネット、編地、織物等の加工形状は、繊維を原料として公知の方法によ
り製造することができる。また、編地及びネットの製造方法としては、例えば、平織り法
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又は筒編み法が挙げられる。
【００７７】
　一般式（１）で表されるポリアミンがアミド基を含むリンカーを介して基材に結合した
水不溶性材料のうち、Ｒ３又はＲ４の何れか一方が、置換されていてもよいアニリド基で
あるものは、例えば、一般式（１）で表されるポリアミンがアミド基を含むリンカーを介
して基材に結合した水不溶性材料（Ｒ３又はＲ４の何れか一方が水素原子であり、ＮＲ３

Ｒ４は塩基性窒素原子である。）とフェニルイソシアネート化合物（例えば、フェニルイ
ソシアネート）とを反応させることにより製造することができる。この場合、ポリアミン
とフェニルイソシアネート化合物とが反応することで、尿素結合（例えば、－ＮＲ３－Ｃ
Ｏ－ＮＨ－Ｐｈ、又は、－ＮＲ４－ＣＯ－ＮＨ－Ｐｈ）を形成する。
【００７８】
　反応に用いるフェニルイソシアネート化合物は、市販されているものを用いることがで
きる。
【００７９】
　反応溶媒としては、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、ジエチルエーテル、ジオ
キサン、テトラヒドロフラン又はジメチルスルホキシドが挙げられるが、ジメチルスルホ
キシドが好ましい。
【００８０】
　反応液量は、ポリアミンがアミド基を含むリンカーを介して基材に結合した水不溶性材
料（Ｒ３又はＲ４の何れか一方が水素原子であり、ＮＲ３Ｒ４は塩基性窒素原子である。
）１ｇに対して、５～１０００ｍＬが好ましく、５０～５００ｍＬがより好ましい。
【００８１】
　反応温度は、１５～８０℃が好ましく、２０～６０℃がより好ましい。
【００８２】
　反応時間は、３０分～２４時間が好ましく、３０分～６時間が好ましい。
【００８３】
　一般式（１）で表されるポリアミンがアミド基を含むリンカーを介して基材に結合した
水不溶性材料は、例えば、クロロアセトアミドメチル化された基材とポリアミンとの反応
により製造することができる。この場合、アセトアミドメチル基が、アミド基を含むリン
カーとなる。
【００８４】
　反応に用いるポリアミンは、市販されているものを用いることができる。
【００８５】
　反応溶媒としては、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、ジエチルエーテル、ジオ
キサン、テトラヒドロフラン又はジメチルスルホキシドが挙げられるが、ジメチルスルホ
キシドが好ましい。
【００８６】
　塩基としては、例えば、トリエチルアミン若しくは１，４－ジアザビシクロ［２．２．
２］オクタン等の有機塩基又は水酸化ナトリウム等の無機塩基が挙げられるが、トリエチ
ルアミン等の有機塩基が好ましい。
【００８７】
　反応液中の塩基の濃度は、５０～１０００ｍＭが好ましく、５０～１００ｍＭがより好
ましい。
【００８８】
　反応液量は、クロロアセトアミドメチル化された基材１ｇに対して、５～１０００ｍＬ
が好ましく、５０～５００ｍＬがより好ましい。
【００８９】
　反応温度は、１５～８０℃が好ましく、４０～６０℃がより好ましい。
【００９０】
　反応時間は、３０分～２４時間が好ましく、１～８時間が好ましい。
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【００９１】
　また、一般式（１）で表されるポリアミンがアミド基を含むリンカーを介して基材に結
合した水不溶性材料のうち、Ｒ３又はＲ４の何れか一方が、置換されていてもよいアニリ
ド基であるものの別の製造方法として、例えば、ポリアミンとフェニルイソシアネート化
合物とを反応させて得られた反応生成物を、クロロアセトアミドメチル化された基材と反
応させることにより製造することができる。
【００９２】
　反応に用いるポリアミンは、市販されているものを用いることができる。
【００９３】
　反応に用いるフェニルイソシアネート化合物は、市販されているものを用いることがで
きる。
【００９４】
　反応溶媒としては、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、ジエチルエーテル、ジオ
キサン、テトラヒドロフラン又はジメチルスルホキシドが挙げられるが、ジメチルスルホ
キシドが好ましい。
【００９５】
　反応液中のポリアミンの濃度は、フェニルイソシアネート化合物の濃度と同じモル濃度
もしくはそれ以上のモル濃度になるよう添加することが好ましい。
【００９６】
　反応液量は、クロロアセトアミドメチル化された基材１ｇに対して、５～１０００ｍＬ
が好ましく、５０～５００ｍＬがより好ましい。
【００９７】
　反応温度は、１５～８０℃が好ましく、２０～６０℃がより好ましい。
【００９８】
　反応時間は、３０分～２４時間が好ましく、３０分～６時間が好ましい。
【００９９】
　クロロアセトアミドメチル化された基材は、例えば、触媒存在下、基材へのＮ－メチロ
ール－α－クロロアセトアミドの導入によって製造することができる。
【０１００】
　基材及びＮ－メチロール－α－クロロアセトアミドは、市販されているものを用いるこ
とができる。なお、基材は、繊維に成形されたものが好ましく、ポリスチレン又はその誘
導体を含む繊維がより好ましい。ポリスチレン又はその誘導体は公知の方法又はそれに準
じる方法で製造することができる。
【０１０１】
　反応溶媒としては、例えば、ニトロベンゼン、ニトロプロパン、クロロベンゼン、トル
エン又はキシレンが挙げられるが、ニトロベンゼン又はニトロプロパンが好ましい。
【０１０２】
　触媒としては、例えば、硫酸、塩酸、硝酸又はハロゲン化アルミニウム（ＩＩＩ）（例
えば、塩化アルミニウム（ＩＩＩ））若しくはハロゲン化鉄（ＩＩＩ）（例えば、塩化鉄
（ＩＩＩ））等のルイス酸が挙げられ、硫酸又は塩化鉄（ＩＩＩ）が好ましい。
【０１０３】
　反応液中の触媒の濃度は、５～８０ｗｔ％が好ましく、３０～７０ｗｔ％がより好まし
い。
【０１０４】
　反応温度は、０～９０℃が好ましく、５～４０℃がより好ましい。
【０１０５】
　反応時間は、１分～１２０時間が好ましく、５分～２４時間がより好ましい。
【０１０６】
　また、反応液中に基材を添加する前に、パラホルムアルデヒドを溶解させた溶液（以下
、パラホルムアルデヒド溶液とも称する）を反応液に添加してもよい。パラホルムアルデ
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ヒドを溶解させる溶媒に制限はないが、反応液の溶媒組成と同じであることが好ましい。
パラホルムアルデヒド溶液を添加してから基材を添加するまでの時間は１～３０分が好ま
しく、１～５分がより好ましい。
【０１０７】
　また、本発明は、上記吸着材料を備える吸着カラムを提供することを特徴としている。
【０１０８】
　「吸着カラム」とは、溶液から吸着対象を吸着、分離する機能を有するカラムを指し、
本発明における吸着カラムはホモセリン誘導体を吸着する。
【０１０９】
　吸着カラムの容器形状としては、血液の入口と出口を有する容器であればよいが、例え
ば、円柱状容器又は三角柱状、四角柱状、六角柱状若しくは八角柱状等の角柱状容器が挙
げられ、血液成分吸着用担体を積層状に充填できる容器、血液成分吸着用担体を円筒状に
巻いたものを充填できる容器又は血液が円筒の外周より入り内側へと流れて容器外に出る
容器が好ましい。
【０１１０】
　さらに、上記吸着材料を備える吸着カラムは、細菌由来の感染症治療に用いる体外循環
用として細菌由来の感染症の治療に好適に用いることができる。細菌由来の感染症治療用
として使用する場合、上記吸着材料を備える吸着カラムと患者とを血液回路で接続し、当
該患者から取り出した体液を上記吸着カラムに通過させ、これを患者に戻すという体外循
環方法が好ましい。体液等の処理時間としては、血液成分によるさらなる炎症誘発を抑制
する観点から、持続的な処理が好ましく、４時間以上がより好ましく、２４時間以上がさ
らに好ましい。
【０１１１】
　上記吸着材料を備える吸着カラムは、他の体液処理方法や医療機器と併用しても構わな
い。他の体液処理方法や医療機器としては、例えば、血漿交換、腹膜透析、血漿分離器、
ヘモフィルター、人工心肺又はＥＣＭＯが挙げられる。
【０１１２】
　「細菌由来の感染症」とは、細菌に起因して発生する感染症全体を表し、治療できる疾
患に特に制限はないが、例えば敗血症（例えば、グラム陰性菌由来の敗血症、グラム陽性
菌由来の敗血症、培養陰性敗血症、真菌性敗血症）、急性呼吸窮迫症候群（ＡＲＤＳ）、
急性肺傷害（ＡＬＩ）、緑膿菌性由来慢性感染症（例えば呼吸器、肝・胆道系、消化管、
尿路）、膵炎等が挙げられる。炎症性疾患の中でも、血液中に細菌混入が発生する疾患で
あり、血液浄化による治療効果が特に期待できる敗血症（例えば、グラム陰性菌由来の敗
血症、グラム陽性菌由来の敗血症、培養陰性敗血症、真菌性敗血症）、急性呼吸窮迫症候
群（ＡＲＤＳ）、緑膿菌性由来慢性感染症（例えば呼吸器、肝・胆道系、消化管、尿路）
が対象として好ましく、特に細菌由来で疾患が進行する敗血症（例えば、グラム陰性菌由
来の敗血症、グラム陽性菌由来の敗血症、培養陰性敗血症、真菌性敗血症）、緑膿菌性由
来慢性感染症（例えば呼吸器、肝・胆道系、消化管、尿路）がより好ましい。
【０１１３】
　上記吸着材料の吸着性能の評価方法としては、例えばホモセリン誘導体の一種である、
Ｎ－ブチリルホモセリンラクトン（以下、Ｃ４－ＨＳＬとも称する。）を溶解した生理食
塩水に吸着材料を含浸し、含浸後の生理食塩水中に残存するＣ４－ＨＳＬ濃度を評価し、
含浸前後の濃度の差分からその吸着率を算出する方法が挙げられる。Ｃ４－ＨＳＬは、非
特許文献１や２に記載の通り、緑膿菌由来感染症の病態改善のために血液中から除去され
ることが好ましい物質であるため、含浸することによる濃度変化が大きいほど、上記吸着
材料のホモセリン誘導体に対する吸着性能が高いと判断できる。
【０１１４】
　上記吸着材料へのホモセリン誘導体の吸着は静電相互作用、疎水性相互作用、水素結合
、ファンデルワールス力等の分子間力に由来する平衡反応であると考えられることから、
ホモセリン誘導体の濃度に依存せず、４時間程度吸着処理を実施すれば吸着平衡に達する
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と考えられる。
【０１１５】
　上記理由より、ホモセリン誘導体の吸着率は、４時間で１００％に達することが好まし
いため、ホモセリン誘導体の吸着率は、２時間で５０％以上であることが好ましく、９０
％以上であることがより好ましい。
【実施例】
【０１１６】
　以下、本発明の吸着材料について、実施例により具体的に説明するが、本発明はこれら
の例によって限定されるものではない。
【０１１７】
　なお、実施例中、ｗｔ％は、重量％の意味である。Ｍは、ｍｏｌ／Ｌ、ｍＭは、ｍｍｏ
ｌ／Ｌを表す。なお、特に指定がない場合、編地、吸着材料、水不溶性材料の重量は乾燥
重量を表す。総繊度とは、繊維１００００ｍ当たりの重さ（グラム）を表し、ｄｔｅｘと
表記される。酸塩基滴定におけるｐＨ測定は、ＨＯＲＩＢＡ社製卓上型ｐＨメーターＦ―
７４ＢＷ（スタンダード　ＴｏｕｐＨ　電極　９６１５Ｓ－１０Ｄ付属）の電極を２５℃
の溶液に浸すことで行った。また、測定前には中性リン酸塩標準液（リン酸一カリウム水
溶液（３．４０ｇ／Ｌ）、和光純薬工業（株）社製）及びフタル酸塩標準液（フタル酸水
素カリウム水溶液（１０．２１ｇ／Ｌ）、和光純薬工業（株）社製）を用いて校正を行っ
た。吸光度は、（株）島津製作所製紫外可視分光光度計（ＵＶ－１２８０）を用いて、室
温下で測定した。吸光度測定の前に事前にブランク測定を行い、バックグラウンドのピー
クは差し引いた。全反射赤外吸収スペクトルは、Ｔｈｅｒｍｏ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ社
製のＮｉｃｏｌｅｔ　ｉＳ５　ＦＴ－ＩＲ（ｉＤ５　ダイヤモンドＡＴＲアクセサリ付属
）を用いて測定した。また、赤外分光測定の前に事前にブランク測定を行い、バックグラ
ウンドのピークは差し引いた。
【０１１８】
（繊維Ａの作製）
　海成分としてアタクチック（非結晶性）ポリスチレン、島成分としてポリプロピレンを
用いて別々に溶融計量し、１つの吐出孔当たり７０４の島成分用分配孔が穿設された海島
複合口金が組み込まれた紡糸パックに流入させて、海島複合流とし、溶融吐出した。島比
率を５０ｗｔ％に制御し、単繊度が７．１ｄｔｅｘ（直径３０μｍ）である海島型複合繊
維Ａ（以下、繊維Ａ）を採取した。
【０１１９】
（繊維Ｂの作製）
　海成分としてアタクチック（非結晶性）ポリスチレン、島成分としてポリプロピレンを
用いて別々に溶融計量し、１つの吐出孔当たり７０４の島成分用分配孔が穿設された海島
複合口金が組み込まれた紡糸パックに流入させて、海島複合流とし、溶融吐出した。島比
率を５０ｗｔ％に制御し、単繊度が５０ｄｔｅｘ（直径８０μｍ）である海島型複合繊維
Ｂ（以下、繊維Ｂ）を採取した。
【０１２０】
（繊維Ｃの作製）
　海成分としてシンジオタクチック（結晶性）ポリスチレン、島成分としてポリプロピレ
ンを用いて別々に溶融計量し、１つの吐出孔当たり７０４の島成分用分配孔が穿設された
海島複合口金が組み込まれた紡糸パックに流入させて、海島複合流とし、溶融吐出した。
島比率を５０ｗｔ％に制御し、単繊度が７．１ｄｔｅｘ（直径３０μｍ）である海島型複
合繊維Ｃ（以下、繊維Ｃ）を採取した。
【０１２１】
（繊維Ｄの作製）
　アタクチック（非結晶性）ポリスチレンに１０ｗｔ％のポリプロピレンが溶融混練され
たアロイポリマーを一穴の口金から溶融吐出し、単繊度が７．１ｄｔｅｘ（直径３０μｍ
）であるアロイ繊維Ｄ（以下、繊維Ｄ）を採取した。
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【０１２２】
（繊維Ｅの作製）
　海成分としてアタクチック（非結晶性）ポリスチレン、島成分としてポリプロピレンを
用いて別々に溶融計量し、１つの吐出孔当たり７０４の島成分用分配孔が穿設された海島
複合口金が組み込まれた紡糸パックに流入させて、海島複合流とし、溶融吐出した。島比
率を５０ｗｔ％に制御し、単繊度が１１０ｄｔｅｘ（直径１２０μｍ）である海島型複合
繊維Ｅ（以下、繊維Ｅ）を採取した。
【０１２３】
（編地Ａの作製）
　繊維Ａを用いて、筒編み機（機種名：丸編み機　ＭＲ－１、丸善産業株式会社）の度目
調整目盛りを調整し、目付けが０．００３９ｇ／ｃｍ２、嵩密度が０．２２ｇ／ｃｍ３の
筒編み編地Ａ（以下、編地Ａ）を作製した。
【０１２４】
（編地Ｂの作製）
　繊維Ｂを用いて、筒編み機（機種名：丸編み機　ＭＲ－１、丸善産業株式会社）の度目
調整目盛りを調整し、目付けが０．００３９ｇ／ｃｍ２、嵩密度が０．２２ｇ／ｃｍ３の
筒編み編地Ｂ（以下、編地Ｂ）を作製した。
【０１２５】
（編地Ｃの作製）
　繊維Ｃを用いて、筒編み機（機種名：丸編み機　ＭＲ－１、丸善産業株式会社）の度目
調整目盛りを調整し、目付けが０．００３９ｇ／ｃｍ２、嵩密度が０．２２ｇ／ｃｍ３の
筒編み編地Ｃ（以下、編地Ｃ）を作製した。
【０１２６】
（編地Ｄの作製）
　繊維Ｄを用いて、筒編み機（機種名：丸編み機　ＭＲ－１、丸善産業株式会社）の度目
調整目盛りを調整し、目付けが０．００３９ｇ／ｃｍ２、嵩密度が０．２２ｇ／ｃｍ３の
筒編み編地Ｄ（以下、編地Ｄ）を作製した。
【０１２７】
（編地Ｅの作製）
　繊維Ｅを用いて、筒編み機（機種名：丸編み機　ＭＲ－１、丸善産業株式会社）の度目
調整目盛りを調整し、目付けが０．００３９ｇ／ｃｍ２、嵩密度が０．２２ｇ／ｃｍ３の
筒編み編地Ｅ（以下、編地Ｅ）を作製した。
【０１２８】
（吸着材料１の作製）
　Ｎ－メチロール－α－クロロアセトアミド（以下、ＮＭＣＡ）２．４ｇをニトロベンゼ
ン３１ｇと９８重量％硫酸３１ｇの混合溶液に添加、ＮＭＣＡが溶解するまで１０℃で攪
拌して、ＮＭＣＡ溶液とした。次に、ニトロベンゼン２．０ｇ、９８重量％硫酸２．０ｇ
にパラホルムアルデヒド（以下、ＰＦＡ）０．２ｇを添加し、ＰＦＡが溶解するまで２０
℃で攪拌し、ＰＦＡ溶液とした。ＰＦＡ溶液４．２ｇを５℃に冷却し、ＮＭＣＡ溶液に混
合、５分間攪拌し、編地Ａ１ｇを添加して２時間含浸した。含浸後の編地Ａを０℃のニト
ロベンゼン２００ｍＬ中に浸して反応を停止させた後、当該編地に付着しているニトロベ
ンゼンをメタノールで洗浄した。
【０１２９】
　トリエチルアミン０．２ｇとＤＭＳＯ５１ｇの混合溶液にテトラエチレンペンタミン（
以下、ＴＥＰＡ）の添加濃度が０．８Ｍになるように溶解し、メタノールで洗浄した後の
編地Ａをそのまま添加し、４０℃で３時間含浸させた。ガラスフィルター上に当該編地を
ろ別し、５００ｍＬのＤＭＳＯで洗浄した。６０ｍＬの蒸留水でさらに洗浄し、加えてそ
れぞれ３Ｌの蒸留水及び生理食塩水で洗浄して、ＴＥＰＡ化編地１（以下、吸着材料１）
を得た。
【０１３０】
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　吸着材料１がアミド基とアミノ基を含んでいる事は、全反射赤外吸収スペクトルでアミ
ド基由来のピーク（１６５０ｃｍ－１）と、アミノ基由来のピーク（１５４０ｃｍ－１）
の出現により確認した。具体的には、あらかじめ乾燥機により６０℃で４時間静置するこ
とで乾燥させた吸着材料１を、赤外分光装置のプリズムに押しつけることで実施した。
【０１３１】
（吸着材料１中の水不溶性材料のアミノ基の含量測定）
　吸着材料１中の水不溶性材料のアミノ基の含量は、当該水不溶性材料中のアミノ基量を
、酸塩基逆滴定することより決定した。２００ｍＬナスフラスコに吸着材料１を５．０ｇ
、１００ｍＬのトルエンを添加し、１５０℃で２４時間還流し、添加されているポリプロ
ピレンを除去した。還流後の溶液を、１００℃に加温した２Ｌのトルエンにすみやかに添
加、洗浄し、不溶成分のみ濾紙でそのままろ別、メタノールで洗浄して乾燥機にて８０℃
で４８時間静置することで水不溶性材料を得た。次に、ポリプロピレン製容器に対し、水
不溶性材料を１．０ｇ、６Ｍ水酸化ナトリウム水溶液５０ｍＬを添加して３０分攪拌し、
濾紙を用いて水不溶性材料をろ別した。次にイオン交換水５０ｍＬにろ別した水不溶性材
料を添加して３０分間攪拌し、濾紙を用いてろ別した。水不溶性材料を添加したイオン交
換水のｐＨが７になるまでイオン交換水に添加、ろ別を繰り返すことで脱塩後の水不溶性
材料を得た。脱塩後の水不溶性材料を８０℃常圧条件で４８時間静置した後、ポリプロピ
レン製容器に当該水不溶性材料を１．０ｇと０．１Ｍ塩酸を３０ｍＬ添加し、１０分間攪
拌した。攪拌後、溶液のみを５ｍＬ抜き取って、ポリプロピレン製容器に移した。次に、
得られた溶液に対して、０．１Ｍの水酸化ナトリウム水溶液を０．１ｍＬ滴下した。滴下
後１０分間攪拌し、溶液のｐＨを測定した。滴下後１０分間の攪拌、ｐＨの測定を同様に
１００回繰り返した。溶液のｐＨが８．５を越えた際の水酸化ナトリウム水溶液滴下量を
１ｇ当たりの滴定量とした。１ｇ当たりの滴定量と以下の式２を用いて、水不溶性材料の
乾燥重量１ｇ当たりのアミノ基の含量を算出した。結果を表１に示す。
【０１３２】
　水不溶性材料の乾燥重量１ｇ当たりのアミノ基の含量（ｍｍｏｌ／ｇ）＝｛添加した０
．１Ｍ塩酸の液量（３０ｍＬ）／抜き取った塩酸の液量（５ｍＬ）｝×１ｇ当たりの滴定
量（ｍＬ）×水酸化ナトリウム水溶液濃度（０．１Ｍ）　・・・式２
【０１３３】
（吸着材料１中の水不溶性材料のアミド基の含量測定）
　吸着材料１中の水不溶性材料のアミド基の含量は、当該水不溶性材料中のアミド基を加
水分解することで生成したアミノ基量を、酸塩基逆滴定により測定することで決定した。
水不溶性材料のアミノ基の含量測定と同様の操作で、吸着材料１中の水不溶性材料を得た
。次に、当該水不溶性材料を１．０ｇと６Ｍの塩酸１００ｍＬを２００ｍＬナスフラスコ
に添加し、２４時間１３０℃で還流した。還流後、濾紙でろ別することで水不溶性材料を
回収し、分解後の水不溶性材料を得た。次に、ポリプロピレン製容器に対し、得られた分
解後の水不溶性材料を全量、６Ｍ水酸化ナトリウム水溶液５０ｍＬを添加して３０分攪拌
し、濾紙を用いてろ別した。次にイオン交換水５０ｍＬにろ別した分解後の水不溶性材料
を添加して３０分間攪拌し、濾紙を用いてろ別した。当該水不溶性材料を添加したイオン
交換水のｐＨが７になるまでイオン交換水に添加、ろ別を繰り返し、８０℃常圧条件で４
８時間静置した。次に、ポリプロピレン製容器に当該水不溶性材料を全量と０．１Ｍ塩酸
を６０ｍＬ添加し、１０分間攪拌した。攪拌後、溶液のみを５ｍＬ抜き取って、ポリプロ
ピレン製容器に移した。次に、得られた溶液に対して、０．１Ｍの水酸化ナトリウム水溶
液を０．１ｍＬ滴下した。滴下後１０分間攪拌し、溶液のｐＨを測定した。滴下後１０分
間の攪拌、ｐＨの測定を同様に１００回繰り返した。溶液のｐＨが８．５を越えた際の水
酸化ナトリウム水溶液滴下量を１ｇ当たりの滴定量とした。１ｇ当たりの滴定量と以下の
式３を用いて、水不溶性材料の乾燥重量１ｇ当たりのアミド基の含量を算出した。結果を
表１に示す。
【０１３４】
　水不溶性材料の乾燥重量１ｇ当たりのアミド基の含量（ｍｍｏｌ／ｇ）＝｛添加した０
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．１Ｍ塩酸の液量（６０ｍＬ）／抜き取った塩酸の液量（５ｍＬ）｝×１ｇ当たりの滴定
量（ｍＬ）×水酸化ナトリウム水溶液濃度（０．１Ｍ）　・・・式３
【０１３５】
（吸着材料２の作製）
　ＮＭＣＡ添加量を４．９ｇに変更した以外は吸着材料１と同様の操作を行うことで、Ｔ
ＥＰＡ化編地２（以下、吸着材料２）を得た。
【０１３６】
（吸着材料２中の水不溶性材料のアミノ基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料２中の水不溶性材料のアミノ基の含量
を測定した。結果を表１に示す。
【０１３７】
（吸着材料２中の水不溶性材料のアミド基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料２中の水不溶性材料のアミド基の含量
を測定した。結果を表１に示す。
【０１３８】
（吸着材料３の作製）
　ＮＭＣＡ添加量を５．８ｇ、ＴＥＰＡの添加濃度を１．５Ｍに変更した以外は吸着材料
１と同様の操作を行うことで、ＴＡＰＡ化編地３（以下、吸着材料３）を得た。
【０１３９】
（吸着材料３中の水不溶性材料のアミノ基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料３中の水不溶性材料のアミノ基の含量
を測定した。結果を表１に示す。
【０１４０】
（吸着材料３中の水不溶性材料のアミド基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料３中の水不溶性材料のアミド基の含量
を測定した。結果を表１に示す。
【０１４１】
（吸着材料４の作製）
　用いる編地を編地Ａから編地Ｂに、ＮＭＣＡ添加量を３．４ｇに変更した以外は吸着材
料１と同様の操作を行うことで、ＴＥＰＡ化編地４（以下、吸着材料４）を得た。
【０１４２】
（吸着材料４中の水不溶性材料のアミノ基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料４中の水不溶性材料のアミノ基の含量
を測定した。結果を表１に示す。
【０１４３】
（吸着材料４中の水不溶性材料のアミド基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料４中の水不溶性材料のアミド基の含量
を測定した。結果を表１に示す。
【０１４４】
（吸着材料５の作製）
　用いる編地を編地Ａから編地Ｃに、ＮＭＣＡ添加量を４．０ｇに変更した以外は吸着材
料１と同様の操作を行うことで、ＴＥＰＡ化編地５（以下、吸着材料５）を得た。
【０１４５】
（吸着材料５中の水不溶性材料のアミノ基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料５中の水不溶性材料のアミノ基の含量
を測定した。結果を表１に示す。
【０１４６】
（吸着材料５中の水不溶性材料のアミド基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料５中の水不溶性材料のアミド基の含量
を測定した。結果を表１に示す。
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【０１４７】
（吸着材料６の作製）
　用いる編地を編地Ａから編地Ｄに、ＮＭＣＡ添加量を４．９ｇに変更した以外は吸着材
料１と同様の操作を行うことで、ＴＥＰＡ化編地６（以下、吸着材料６）を得た。
【０１４８】
（吸着材料６中の水不溶性材料のアミノ基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料６中の水不溶性材料のアミノ基の含量
を測定した。結果を表１に示す。
【０１４９】
（吸着材料６中の水不溶性材料のアミド基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料６中の水不溶性材料のアミド基の含量
を測定した。結果を表１に示す。
【０１５０】
（吸着材料７の作製）
ＮＭＣＡの添加量を４．９ｇ、用いるポリアミンをＴＥＰＡからポリエチレンイミン（重
量平均分子量６００ｇ／ｍｏｌ，　以下ＰＥＩ６００）にし、ＰＥＩ６００の添加濃度を
０．４Ｍに変更した以外は吸着材料１と同様の操作を行うことで、ＰＥＩ化編地７（以下
、吸着材料７）を得た。
【０１５１】
（吸着材料７中の水不溶性材料のアミノ基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料７中の水不溶性材料のアミノ基の含量
を測定した。結果を表１に示す。
【０１５２】
（吸着材料７中の水不溶性材料のアミド基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料７中の水不溶性材料のアミド基の含量
を測定した。結果を表１に示す。
【０１５３】
（吸着材料８の作製）
　ＮＭＣＡ添加量を１．６ｇに変更した以外は吸着材料１と同様の操作を行うことで、Ｔ
ＥＰＡ化編地８（以下、吸着材料８）を得た。
【０１５４】
（吸着材料８中の水不溶性材料のアミノ基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料８中の水不溶性材料のアミノ基の含量
を測定した。結果を表１に示す。
【０１５５】
（吸着材料８中の水不溶性材料のアミド基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料８中の水不溶性材料のアミド基の含量
を測定した。結果を表１に示す。
【０１５６】
（吸着材料９の作製）
　ＮＭＣＡ添加量を４．９ｇ、ＴＥＰＡの添加濃度を０．６Ｍに変更した以外は吸着材料
１と同様の操作を行うことで、ＴＥＰＡ化編地９（以下、吸着材料９）を得た。
【０１５７】
（吸着材料９中の水不溶性材料のアミノ基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料９中の水不溶性材料のアミノ基の含量
を測定した。結果を表１に示す。
【０１５８】
（吸着材料９中の水不溶性材料のアミド基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料９中の水不溶性材料のアミド基の含量
を測定した。結果を表１に示す。
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【０１５９】
（吸着材料１０の作製）
　用いる編地を編地Ａから編地Ｅに、ＮＭＣＡ添加量を２．９ｇ、ＴＥＰＡの添加濃度を
０．６Ｍに変更した以外は吸着材料１と同様の操作を行うことで、ＴＥＰＡ化編地１０（
以下、吸着材料１０）を得た。
【０１６０】
（吸着材料１０中の水不溶性材料のアミノ基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料１０中の水不溶性材料のアミノ基の含
量を測定した。結果を表１に示す。
【０１６１】
（吸着材料１０中の水不溶性材料のアミド基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料１０中の水不溶性材料のアミド基の含
量を測定した。結果を表１に示す。
【０１６２】
（吸着材料１１の作製）
　ＮＭＣＡ添加量を４．９ｇ、ＴＥＰＡをアンモニアにして添加濃度を１０Ｍに変更した
以外は吸着材料１と同様の操作を行うことで、アンモニア化編地１１（以下、吸着材料１
１）を得た。
【０１６３】
（吸着材料１１中の水不溶性材料のアミノ基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料１１中の水不溶性材料のアミノ基の含
量を測定した。結果を表１に示す。
【０１６４】
（吸着材料１１中の水不溶性材料のアミド基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料１１中の水不溶性材料のアミド基の含
量を測定した。結果を表１に示す。
【０１６５】
（吸着材料１２の作製）
　ＮＭＣＡ添加量を４．９ｇ、ＴＥＰＡをトリエチレンテトラミンにして添加濃度を１．
５Ｍに変更した以外は吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料であるトリエチレ
ンテトラミン化編地１２（以下、吸着材料１２）を得た。
【０１６６】
（吸着材料１２中の水不溶性材料のアミノ基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料１２中の水不溶性材料のアミノ基の含
量を測定した。結果を表１に示す。
【０１６７】
（吸着材料１２中の水不溶性材料のアミド基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料１２中の水不溶性材料のアミド基の含
量を測定した。結果を表１に示す。
【０１６８】
（吸着材料１３の作製）
　ＮＭＣＡの添加量を４．９ｇ、用いるポリアミンをＴＥＰＡからポリエチレンイミン（
重量平均分子量１０００ｇ／ｍｏｌ，　以下ＰＥＩ１０００）にし、ＰＥＩ１０００の添
加濃度を０．２Ｍに変更した以外は吸着材料１と同様の操作を行うことで、ＰＥＩ化編地
１３（以下、吸着材料１３）を得た。
【０１６９】
（吸着材料１３中の水不溶性材料のアミノ基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料１３中の水不溶性材料のアミノ基の含
量を測定した。結果を表１に示す。
【０１７０】
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（吸着材料１３中の水不溶性材料のアミド基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料１３中の水不溶性材料のアミド基の含
量を測定した。結果を表１に示す。
【０１７１】
（吸着材料１４の作製）
　ＮＭＣＡ４．９ｇをニトロベンゼン３１ｇと９８重量％硫酸３１ｇの混合溶液に添加し
、ＮＭＣＡが溶解するまで１０℃で攪拌して、ＮＭＣＡ溶液とした。次に、ニトロベンゼ
ン２．０ｇ、９８重量％硫酸２．０ｇにＰＦＡ０．２ｇを添加し、ＰＦＡが溶解するまで
２０℃で攪拌し、ＰＦＡ溶液とした。ＰＦＡ溶液４．２ｇを５℃に冷却し、ＮＭＣＡ溶液
に混合、５分間攪拌し、編地Ａ１ｇを添加して２時間含浸した。含浸後の編地Ａを０℃の
ニトロベンゼン２００ｍＬ中に浸して反応を停止させた後、当該編地に付着しているニト
ロベンゼンをメタノールで洗浄した。ＤＭＳＯ５１ｇにＴＥＰＡの添加濃度が０．８Ｍに
なるように溶解し、さらにイソシアン酸－４－クロロフェニルが０．０１Ｍになるように
添加して３０分撹拌した。さらにトリエチルアミン０．２ｇを溶解し、メタノールで洗浄
した後の編地Ａをそのまま添加し、４０℃で３時間含浸させた。ガラスフィルター上に当
該編地をろ別し、５００ｍＬのＤＭＳＯで洗浄した。
【０１７２】
　ＤＭＳＯ５１ｇにＴＥＰＡの添加濃度が０．８Ｍになるように溶解し、さらにイソシア
ン酸－４－クロロフェニルが０．０１Ｍになるように添加して３０分撹拌した。さらにト
リエチルアミン０．２ｇを溶解し、メタノールで洗浄した後の編地Ａをそのまま添加し、
４０℃で３時間含浸させた。ガラスフィルター上に当該編地をろ別し、５００ｍＬのＤＭ
ＳＯで洗浄した。
【０１７３】
　６０ｍＬの蒸留水でさらに洗浄し、加えてそれぞれ３Ｌの蒸留水及び生理食塩水で洗浄
して、ＴＥＰＡ－ｐ－クロロアニリド化編地１４（以下、吸着材料１４）を得た。吸着材
料１４がアミド基とアミノ基、アミド結合を含んでいる事は、全反射赤外吸収スペクトル
でアミド基及びアミド結合由来のピーク（１６５０ｃｍ－１）と、アミノ基由来のピーク
（１５４０ｃｍ－１）の出現により確認した。測定はあらかじめ乾燥機により６０℃で４
時間静置することで乾燥させた吸着材料１４を、赤外分光装置のプリズムに押しつけるこ
とで測定した。
【０１７４】
（吸着材料１４中の水不溶性材料のアミノ基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料１４中の水不溶性材料のアミノ基の含
量を測定した。結果を表２に示す。
【０１７５】
（吸着材料１４中の水不溶性材料のアミド基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料１４中の水不溶性材料のアミド基の含
量を測定した。結果を表２に示す。
【０１７６】
（吸着材料１４中の水不溶性材料中のアニリド基の含量測定）
　吸着材料１４中の水不溶性材料のアニリド基の含量は、当該水不溶性材料中の尿素結合
を加水分解することで生成したアニリド基由来化合物であるパラクロロアニリン濃度を測
定することで決定した。水不溶性材料のアミノ基の含量測定と同様の操作で、吸着材料１
４中の水不溶性材料を得た。得られた水不溶性材料を、２ｃｍ２ずつ４枚切り出して乾燥
させ、乾燥重量を測定した。その後、耐圧ガラス瓶中に６Ｍ塩酸４ｍＬと切り出した当該
材料４枚を添加し、１１０℃で２０時間加熱した。２０時間後、耐圧ガラス瓶中の溶液を
１ｍＬ採取してサンプル管に移し取った。当該サンプル管に硝酸ナトリウム塩５ｍｇ含有
０．５Ｍ塩酸１２ｍＬ、スルファミン酸アンモニウム塩３６ｍｇ含有０．５ｗｔ％ＴＷＥ
ＥＮ（登録商標）２０水溶液１２ｍＬ、１－ナフチルエチレンジアミン・二塩酸塩８ｍｇ
含有０．５ｗｔ％ＴＷＥＥＮ（登録商標）２０水溶液１２ｍＬを逐次添加して赤色に発色
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させた。得られた赤色溶液の５４５ｎｍにおける吸光度を測定した。濃度既知のパラクロ
ロアニリン水溶液を同様の方法で発色させて検量線を作成し、加水分解溶液中のパラクロ
ロアニリン濃度を定量した。さらに、式４を用いてアニリド基の含量を算出した。結果を
表２に示す。
アニリド基の含量（ｍｍｏｌ／ｇ）＝加水分解溶液中のパラクロロアニリン濃度（ｍｍｏ
ｌ／ｍＬ）×加水分解溶液量（４ｍＬ）×測定溶液希釈倍率（３７倍）／添加した水不溶
性材料の乾燥重量（ｇ）　・・・式４
【０１７７】
（吸着材料１５の作製）
　イソシアン酸－４－クロロフェニルの添加濃度を０．０１Ｍから０．０５Ｍに変更した
以外は吸着材料１４と同様の操作を行うことで、ＴＥＰＡ－ｐ－クロロアニリド化編地１
５（以下、吸着材料１５）を得た。
【０１７８】
（吸着材料１５中の水不溶性材料のアミノ基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料１５中の水不溶性材料のアミノ基の含
量を測定した。結果を表２に示す。
【０１７９】
（吸着材料１５中の水不溶性材料のアミド基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料１５中の水不溶性材料のアミド基の含
量を測定した。結果を表２に示す。
【０１８０】
（吸着材料１５中の水不溶性材料中のアニリド基の含量測定）
　吸着材料１４と同様の操作を行うことで、吸着材料１５中の水不溶性材料中のアニリド
基の含量を測定した。結果を表２に示す。
【０１８１】
（吸着材料１６の作製）
　イソシアン酸－４－クロロフェニルの添加濃度を０．０１Ｍから０．２Ｍに変更した以
外は吸着材料１４と同様の操作を行うことで、ＴＥＰＡ－ｐ－クロロアニリド化編地１６
（以下、吸着材料１６）を得た。
【０１８２】
（吸着材料１６中の水不溶性材料のアミノ基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料１６中の水不溶性材料のアミノ基の含
量を測定した。結果を表２に示す。
【０１８３】
（吸着材料１６中の水不溶性材料のアミド基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料１６中の水不溶性材料のアミド基の含
量を測定した。結果を表２に示す。
【０１８４】
（吸着材料１６中の水不溶性材料中のアニリド基の含量測定）
　吸着材料１４と同様の操作を行うことで、吸着材料１６中の水不溶性材料中のアニリド
基の含量を測定した。結果を表２に示す。
【０１８５】
（吸着材料１７の作製）
　用いるポリアミンをＴＥＰＡからＰＥＩ６００にし、ＰＥＩ６００の添加濃度を０．４
Ｍに変更した以外は吸着材料１４と同様の操作を行うことで、吸着材料であるＰＥＩ－ｐ
－クロロアニリド化編地１７（以下、吸着材料１７）を得た。
【０１８６】
（吸着材料１７中の水不溶性材料のアミノ基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料１７中の水不溶性材料のアミノ基の含
量を測定した。結果を表２に示す。
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【０１８７】
（吸着材料１７中の水不溶性材料のアミド基の含量測定）
　吸着材料１と同様の操作を行うことで、吸着材料１７中の水不溶性材料のアミド基の含
量を測定した。結果を表２に示す。
【０１８８】
（吸着材料１７中の水不溶性材料中のアニリド基の含量測定）
　吸着材料１４と同様の操作を行うことで、吸着材料１７中の水不溶性材料中のアニリド
基の含量を測定した。結果を表２に示す。
【０１８９】
（実施例１）
　吸着材料１の吸着性能を確認するため、Ｎ－ブチリルホモセリンラクトン（Ｃ４－ＨＳ
Ｌ）の水溶液に吸着材料１を所定時間含浸して取り出し、含浸前後の溶液中のＣ４－ＨＳ
Ｌ減少量を測定、吸着率を算出した。以下に測定及び算出方法を示す。
【０１９０】
　吸着材料１を直径６ｍｍの円板状に切り抜いた後、これを３枚ずつポリプロピレン製の
容器に入れた。この容器に、ホモセリン誘導体の一種であるＣ４－ＨＳＬの濃度が２０μ
ｇ／ｍＬになるように調製した生理食塩水を、吸着材料１（１ｃｍ３）に対して０．８８
ｍＬとなるように添加し、３７℃のインキュベータ内で２時間転倒混和した。濃度既知の
Ｃ４－ＨＳＬ水溶液中の吸収波長１９０ｎｍにおける吸光度を測定して検量線を作成した
。転倒混和前のＣ４－ＨＳＬ溶液と転倒混和後のＣ４－ＨＳＬ溶液の１９０ｎｍにおける
吸光度をそれぞれ測定し、上記検量線から、転倒混和前のＣ４－ＨＳＬ濃度と転倒混和後
のＣ４－ＨＳＬ濃度を算出した。得られた転倒混和前のＣ４－ＨＳＬ濃度、転倒混和後の
Ｃ４－ＨＳＬ濃度から、以下の式５によりＣ４－ＨＳＬ吸着率を算出した。結果を表１に
示す。
【０１９１】
　吸着材料１のＣ４－ＨＳＬ吸着率（％）＝１００×｛転倒混和前のＣ４－ＨＳＬ濃度（
μｇ／ｍＬ）－転倒混和後のＣ４－ＨＳＬ濃度（μｇ／ｍＬ）｝／転倒混和前のＣ４－Ｈ
ＳＬ濃度（μｇ／ｍＬ）　・・・式５
【０１９２】
（実施例２）
　吸着材料２について、実施例１と同様の操作を行い、Ｃ４－ＨＳＬ吸着率を算出した。
結果を表１に示す。
【０１９３】
（実施例３）
　吸着材料３について、実施例１と同様の操作を行い、Ｃ４－ＨＳＬ吸着率を算出した。
結果を表１に示す。
【０１９４】
（実施例４）
　吸着材料４について、実施例１と同様の操作を行い、Ｃ４－ＨＳＬ吸着率を算出した。
結果を表１に示す。
【０１９５】
（実施例５）
　吸着材料５について、実施例１と同様の操作を行い、Ｃ４－ＨＳＬ吸着率を算出した。
結果を表１に示す。
【０１９６】
（実施例６）
　吸着材料６について、実施例１と同様の操作を行い、Ｃ４－ＨＳＬ吸着率を算出した。
結果を表１に示す。
【０１９７】
（実施例７）
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　吸着材料７について、実施例１と同様の操作を行い、Ｃ４－ＨＳＬ吸着率を算出した。
結果を表１に示す。
【０１９８】
（実施例８）
　吸着材料１４について、実施例１と同様の操作を行い、Ｃ４－ＨＳＬ吸着率を算出した
。結果を表２に示す。
【０１９９】
（実施例９）
　吸着材料１５について、実施例１と同様の操作を行い、Ｃ４－ＨＳＬ吸着率を算出した
。結果を表２に示す。
【０２００】
（実施例１０）
　吸着材料１６について、実施例１と同様の操作を行い、Ｃ４－ＨＳＬ吸着率を算出した
。結果を表２に示す。
【０２０１】
（実施例１１）
　吸着材料１７について、実施例１と同様の操作を行い、Ｃ４－ＨＳＬ吸着率を算出した
。結果を表２に示す。
【０２０２】
（比較例１）
　吸着材料８について、実施例１と同様の操作を行い、Ｃ４－ＨＳＬ吸着率を算出した。
結果を表１に示す。
【０２０３】
（比較例２）
　吸着材料９について、実施例１と同様の操作を行い、Ｃ４－ＨＳＬ吸着率を算出した。
結果を表１に示す。
【０２０４】
（比較例３）
　吸着材料１０について、実施例１と同様の操作を行い、Ｃ４－ＨＳＬ吸着率を算出した
。結果を表１に示す。
【０２０５】
（比較例４）
　吸着材料１１について、実施例１と同様の操作を行い、Ｃ４－ＨＳＬ吸着率を算出した
。結果を表１に示す。
【０２０６】
（比較例５）
　吸着材料１２について、実施例１と同様の操作を行い、Ｃ４－ＨＳＬ吸着率を算出した
。結果を表１に示す。
【０２０７】
（比較例６）
　吸着材料１３について、実施例１と同様の操作を行い、Ｃ４－ＨＳＬ吸着率を算出した
。結果を表１に示す。
【０２０８】
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【表１】

【０２０９】
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【表２】

【０２１０】
　表１及び表２中、「アミン名」は、吸着材料中の基材に結合しているポリアミンの名称
を、「アミド基含量」は、水不溶性材料の乾燥重量１ｇ当たりのアミド基の含量を、「ア
ミノ基含量」は、水不溶性材料の乾燥重量１ｇ当たりのアミノ基の含量を、「繊維直径」
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は、吸着材料に含まれる水不溶性材料の繊維の直径を、「非晶ポリスチレン」は、非結晶
性のポリスチレンを、「結晶ポリスチレン」は、シンジオタクチック性結晶化ポリスチレ
ンを、「海島」は、海島型複合繊維を、「アロイ」は、アロイ繊維を、「Ｃ４－ＨＳＬ吸
着率」は、Ｎ－ブチリルホモセリンラクトンの吸着率を、「アニリド基含量」は、水不溶
性材料の乾燥重量１ｇ当たりのアニリド基の含量を示す。
【０２１１】
　表１及び表２の結果から、本願の吸着材料は、ホモセリン誘導体の吸着性能に優れてい
ることが明らかとなった。
【産業上の利用可能性】
【０２１２】
　本発明の吸着材料は、ホモセリン誘導体を高効率で吸着できるため、細菌由来の感染症
治療に用いる体外循環用の吸着担体として利用できる。
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